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序

日頃、仙台市の文化財保護行政に対しまして、多大の御協力をいただ

き、担当する仙台市教育委員会にとりましては、誠に感謝にたえません。

近年、富沢地区におきましては区画整理事業、高速鉄道建設が完了し、

仙台市の南部の拠点となる副都心として位置付けられ、急速に開発・市

衝化が進んでいるところであります。こうした動きの中で、富沢遺跡は

発掘調査が進むにつれて、縄文時代から近世にかけて、連綿と人間の生

活の痕跡が残されていることが分かってまいりました。特に弥生時代以

降の水田跡の解明や、それより古い紀文時代の人間生活の痕跡の発見、

また、多賀城以前の官衛跡である郡山遺跡との関連などといった大きな

成果が得られております。今回の調査におきましては、宮城県教育委員

会の御協力をいただき、弥生時代から平安時代までの水田跡や、古くか

ら「宮田」と「′烏居原」という字境をなしていたという水路が発見され、

富沢遺跡を解明するための一助となる成果が得られております。こうし

た、文化遺産を市民の宝として、永く後世に継承していくことは、これ

からの「まちづくり」に欠かせない大切なことであります。今後とも市

民各位の絶大な御協力を念願して序といたします。

19884F3月

仙台市教育委員会

教 育 長  藤 井 黎



例   言

1.本書は共同住宅 (マ ンション)建設に伴なう富沢追跡の第33次発掘調査報告書である。

2.調査の主体者は仙台市教育委員会であるが、発掘調査にあたって宮城県文化財保護課の応

援をいただいた。 (担当職員 :斉藤吉弘)

3.15b層 出土木製品の樹種に関してパリノサーベイlttl高橋利彦氏に待l教援いただいた。

4.本書の文章、実測図中の方位は真北で統一してある。

5.本書中の土色は「新版標準土色帖」 (小山・竹原、1973)を 使用した。

6.遺構平面図中に任意に単点を設けて標高を明示するようにしてある。

7.報告書作成のための整理、本文執筆、編集は主浜光朗が行ない、陶磁器の鑑定は佐藤洋が

行なった。

8.本遺跡の位置と環境については、富沢遺跡第15次調査報告書『富沢一仙台市文化財調査報

告書第98集』と重複するため本書では割愛した。そちらを参照していただきたい。

9.本調査における出土遺物、実測図、写真等の資料は、仙台市教育委員会で一括保管してい

るので活用されたい。

調 査 要 頂

遺 肋 名 称 :富沢遺跡 (仙台市文化財登録番号C-301、 宮城県遺跡登録番号01369)

所  在  地 :仙台市長町南三丁目9-5

調 査 主 体 :仙台市教育委員会

調 査 担 当 :仙台市教育委員会文化財課調査係

(担当職員 :主浜光朗 )

調 査 期 間 :自 1987年 8月 25日 至1987年 10月 31日

調査対象面積 :約 744∬ (発掘面積約255∬ )

調査 参加 者 :大槻明美、小沼 ちえ子、佐藤敏幸、佐野弘 (以上整理も合む)

赤川千広、阿部いしよ、阿部孝―、阿部清太郎、阿部すえ子、阿部美代寿、阿

部みのる、壱岐豊子、岩井レイ子、小川良子、菊地芳郎、黒田ふさ子、今野淑

子、笹川光夫、佐藤幸子、佐藤朋弘、鈴木つや子、高橋 とみ子、高山宣子、冨

田美由紀、早坂みつえ

調 査 協 力 :住友不動産株式会社、フジタエ業硼
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I。 調査に至る経過

富沢遺跡は、仙台市南部、郡山低地の後背湿地に位置し、主として近世～弥生時代の水田跡

を包蔵する遺跡として登録されていた。遺跡の所在する地区周辺は、近年、仙台市内の副都心

として土地区画整理事業後、高速鉄道 (地下鉄)の開通、都市計画道路の整備と、急速に開発

が進んでいる地域である。その中にあって富沢地区は、区画整理時の盛土によって覆われてし

まい、応時の姿を垣間見ることができず、遺跡の内容の解明が急がれているところである。

昭和62年 5月 13日付けで、住友不動産棚から富沢遺跡内の、仙台市長町南三丁目9-5に か

かる地区、744だ について、共同住宅 (マ ンション)建築に係る発掘届が提出された。仙台市教

育委員会文化財課では、開発地が遺跡の範囲内に位置しており、工事により追跡が損われるこ

とが明らかになったことから、住友不動産爛と協議の上、記録保存を図ることを目的とした発

掘調査を行うこととなった。発掘調査は昭和62年 8月 25日 より開始された。
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Ⅱ.調査の方法と経過

調査対象面積は、744言 である。発掘区はマンション建築部分に盛土の崩落を考慮し、またllI

土運搬部分を確保するため隣地との境界から0,7mに設定されていた東及び西壁淵∫分を境界から

各々2.5m～ 3m離 して設定した。面積は約255ポ である。

重機により盛土及び旧水田耕作土を排除 し、その後人力によって遺構確認作業を行なった。

旧水田耕作土排除中に濤跡が検出された。 5層 上面で平安時代以降の水田跡、8層 、10層上

面で平安時代の水田跡、12層上面で平安時代の濤跡が検出された。15a層 、15b層 、17層 、19

層上面で水田跡が検出された。

調査中、遺構測量の際には、国家座標の任意の点 (国家座標X ttX=-197.558km、  Y=十

4,200km)を 原点とし、国家座標の方向を基線として、東北線を維軸に、東西線を横軸に3mグ

リットを区画して基準線を設定した。平面図は%の図面を作成した。遺構断面図、土層断面図

については%の縮尺を用いた。

水田が予想された19層 まで全面調査を行ない、以下の層は、深掘り試掘区を設定し、31層 ま

で掘り下げ、調査を行なった。屋外調査は昭和62年 10月 31日 に終了した。

皿 基本層位

基本層位は盛± 1層 から31層 まで確認された。しかし、基盤となる砂礫層までは確認してい

ない。これらはさらに35層 に分けられる。 1層 は区画整理時の盛土である。 2、 3層 は盛土以

前の水田作土である。 4層 は後世の耕作によって削平されているものと思われ、部分的にしか

みられない。 3層 下に直接 5層 が確認される部分がみられる。 5層 中には灰白色火山灰が斑に

混入している。また、 8層上面にまとまって灰白色火山灰が検出されている。 6層 、7層 は調

査区東狽1にのみ確認され、ほとんどの場所では5層 下に直接 8層 が確認される。 9層 は調査区

東側を中心として分布する。11層以下は泥炭層になり、未分解の植物遺体を多量に含む層 (未

分解植物層)と粘土層が互層になっている。調査区南側では、10層 が厚く堆槙しており、11層

が確認できない。また、12層 が凹み状に厚く堆積しており、12層下で15覆 が確認される部分も

ある。15層以下は各層が調査区全面に確認される。泥炭層中で水田土壊は比較的分解が進んで

おり、未分解植物層とは区別される。また、調査区南側では16層以下が凹地状を呈する部分が

ある。これは、深掘りの結果確認された最下層の31層 においても同様の凹み状を呈しており、

調査区南側部分に何らかの凹地が存在し、その凹地は16層 の堆積後に凹んだものか、あるいは

堆積以前に凹んだものが16層 が堆積した段階で埋まりきったものであると推測される。





Ⅳ.検出遺構と出土遺物

今回の調査で検出された遺構は、 2層 上面で濤跡、 5層 、 8層 、10層上面で水田跡、12層上

面で濤跡、15a層 及び15b層 、17層 、19層上面で水田跡が検出されている。

遺物は整理用平箱 (テ ンバコ32)に して 3箱程度の出土量である。弥生土器、土師器、須恵

器、陶磁器、石製品、本製品、金属製品などがある。

なお、調査中SD-1、 SD-2と した濤跡は、盛土以前まで機能 していた 1本の水路であ

ることが確認された。しかし出土遺物より19世紀以前まで遡ることが指摘 されたため取 り上げ

ることとした。

(1)2層検出遺構と出土遺物

2層 上面では濤跡 1条 が検出されている。

SD-2溝 跡

本遺構は調査区西寄 りに位置し、調査区を斜めに横切るようにほぼ直線的に延びている。調

査区内での方向は N-14° 一Eで ある。上両幅で2.7m～5,4mで ある。北側力H去 くなっている。

壁から底面については、壁中位に段 を形成する部分、底面が凹み状に広がる部分、底面が分岐

する部分などがみられ一定 しない。底面幅は、分岐 している部分などがあリー定 しないが lm

前後である。断面形についても各部分で変化がみられ、一定ではないが、基本的には舟底状であ

る。

深 さは、確認面から中段まで30cm～ 50cm、 底面までは60cm～ 80cmである。底面レベルは相対

的に南側に傾斜 している。堆積土は 7層 に大別される。 1層 は黒色の粘土層、 2層 は黒色の砂

質土層、 3層 は灰～黒色の

粘土～シルト層、 4層 は黄

褐色砂層、 5、 7層 は灰～

黒色粘土層、 6層 は黒色シ

ルト層である。各層は自然

堆積層である。

本遺構については、堆積

土上部の 1、 2層 (層 No l

～ 5)吉b分が盛土される以

前の水路として機能 してお

り、かなり蛇行 しながら南

第 2表  SD-2堆 積土誰記表
離 層No 迎傷側 唇 上  色 土 性 備 考

1

1 SD-11層 諮 25Yχ ILt
拠きの瑯 と鉄を合視

2 オリーブ黒5Y% ホと

灰 5Yχ 沙質砒 町ヒ鉄を合む。

オリーブ黒 5Y% 砂賢シルト 畿量の脚 P物を合む。お糧の月韻を合む。

5 鼻褐 25Y% 砂質シルト 徹量の炭化物を含むむ刈婚り小礫を含むち

3

6 SD-21層 灰 5Yχ t占i
微量の炭化物を合み綱犬に砂を合む。

オリーブ黒5Y% ず質シルト

4 8 黄褐25Y% ルト質砂 底面に砂を多量に合む。

5

オリーブ黒 5Yχ 仕 多昌つ囲ヒ鉄を紛魚こ含む。

10 灰SY/ ホ証 徹量の砂を含とち

1〕 剤天25Y% 沐Lt 四天黄粘±25Y影 を綴犬に合む。小礫を合む。

6

12 オリーブ黒5Y% ンサレト 嘲天黄壮止25Y/と結と虚 5Y%を綱大に合む。

13 オリーブ黒 5Yχ ト 暗灰辞 Lレ 5Y%と辞とμ 5Yχ を紛犬1こ含む。

7

オリーブ禍25Y/ 1註 ォリーブ烈絲 Yχを綱大に合もぉ溝の崩落土

15 黒褐 25Yχ ‖仕 微量の脚ど物を合み暗灰黄粘止25Y%と黒仕 25Y%を縞状1こ含視
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第3図  SD-2溝跡
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No 種    別 遠橋 ・ 層位 外    面 医  部 内   面 備   考
l 提 焼 柔 足 ロクロすデ・後釉 回転 糸切 り ロ クロナ デ ・鉄 釉 相 手 矢 椙

木 梨 続 |口随 肖‖り |口眩 肖円り |口 重▲削 り

本車  男‖ 長 ×幅 ×厚 (cm) 備  考
3 煙 管・吸 口 SD-2、 5層 53× 09× 005 銅 製
4 煙 管・吸 口 SD-2、 2層 56× 10× 01 真 鍮裂
5 答 SD-2、 5層 3× 05× 0 頭部 耳掻

6 砥    石 SD-2、 2層 2× 45× 3
7 際  石  器 SD-2、 5層 2× 157× 52
8 h黎  布 ホ SD-2、 5層 2× 100× 48

第 4図  SD-2出 土遺物(1)
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流 していたものであることから、上端幅内全面が江戸時代頃からの本来の水路幅であり、その

幅員内を蛇行するというものだったと考えられる。

遺物の出土状況、堆積上の状況についても砂層、粘土層のあり方から流路が一定でなかった

ことを示すものであると考えられる。

遺物は各層から出土している。陶磁器、本製品、石製品、金属製品、瓦類、ガラス製品等が

ある。出土状況については集計表に示す。遺物の種類や出土層位にまとまりはみられず、規貝」

性は認められない。

〔出土遺物〕

図示遺物は、陶器、木製品、金属製品がある。第 4図 1は、堤焼の乗燭である。把手及び脚

端部 を欠いている。内外面ともに鉄釉が施 されている。 2は木製の椀である。口縁部を欠いて

いる。内、外面ともロクロによって形成されている。 3・ 4は煙管の吸い口であり、 3は銅製、

4は真鍮製である。 3に は羅宇の一部が残存 していた。 5は警である。頭部は耳掻きになって

いる。 6は砥石である。短冊形でやや中央部が膨 らんでいる。両側面に陵を持 ち、断面形は六

角形を呈している。砥面には、冊 伏に凹んだ面もみられる。擦痕が観察 される部分もみられる。

7・ 8、 第 5図 1～ 4は礫石器である。偏平なもの、厚みのあるものがある。それぞれ片面に

磨面が観察される。その他に多数の陶磁器がある。第 5図 1の乗燭を除いて、他は全て破片資

料である。産地が半」明するものには、月巴前、唐津、瀬戸、相 ,毛、堤などがある。時代的には、

中世 (14世紀以降)か ら明治以後の近代、現代のものまで認められる。この内、幕末から明治

にかけてのものが多い。

(2)5層検出水田跡

4層 下面で検出された部分もあるが、 4層 は部分的にしか存在せず大部分は 3層 下面で検出

された。 4層 以上の耕作によると思われる削平により畦の盛 り上がりは検出できなかった。

しかし、作土中に斑に混在 していた灰白色火山灰が帯状に途切れる部分が検出され、畦の痕

跡であると判断された。

〔水田面の状況〕 確認された水田面の枚数は前述の確認状況であり、SD-2に より分断
されているため不正確ではあるが、①～①の8枚である。SD-2の東側はほぼ東西―南北方

向に延びる畦畔により区画される水田が7枚検出され④のみ一区画の規模が推定でき、およそ

34∬前後と考えられる。⑦についてはSD-2の西側まで広がっているものと考えられ、③は

区画があったものと考えられるが、SD-2の西側では畦畔の痕跡は確認されなかった。

〔畦B半の状況〕 畦畔の痕跡として確認されたため、方向と確認された時点での幅について

述べる。南北方向のもの 3条、東西方向のもの 2条 が確認されている。それぞれの方向につい
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第 6図  5層上面確認水田跡

てみると、S-9ラ イン上を東西に延びる畦畔はほぼ真東西方向を指 し、これに直交するE一

7～ E-10ラ イン上を南北に延びる畦日半は西に、E-1～ E-0ラ インを南北に延びる畦Π半は

東にそれぞれ約10°傾いている。また、④ と⑥の間の畦畔は北に約40°傾いている。

畦畔の幅についてはS-9ラ インの畦畔が約70～200cmあ り、東狽」が細 くなっている。E-7

～ E-10ラ インの畦畔は85～150cmで ある。他の畦畔の幅は35～ 50cmと 細 くなっている。

また、畦畔が途切れる部分が 2ケ所あるが、水口であった可能性もある。

〔遺物出土状況〕 5層 からの遺物の出土は少なく、羽口の小破片が1点 と土師器の細片が

数点あるだけであり、図示遺物はない。
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第 7図  8層検出水田跡
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儒)8層 検出水田跡

〔水田面の状況〕 当水田面には、作土上面及び畦畔上に灰白色火山灰が斑状あるいはブロ

ック状にかたまった状態で確認されている。確認された水田面の枚数は①～⑦の7枚である。

畦畔は作土と同じ土によって作られており、畦畔と作土とを明確に区別することはできなかっ

た。一区画の規模は不明であるが、②は、北、東、南の畦畔が確認され西側の畦畔はSD-2
によって削平されていると考えられ、一枚の規模は80～ 100ポ前後であると推定される。③につ

いてはSD-2の西側まで広がっていると考えられ、⑦にはさらに区画があったものと考えら

れるが畦時については不明である。

〔畦畔の状況〕 畦畔はSD-2の 東側で南北方向のもの 2条、東西方向のもの 2条、SD

-2の西側で東西方向のもの 1条が検出されている。それぞれの方向は、E-6～ E-loに延

びるものは東に約20°傾いている。東西方向のものは、S-17～ S-16に延びるものは北に約



15°傾 き、 S-8～ S-4に 延びるものは北に約30° 傾いているが緩やかに南側へ弯曲している。
SD-2の 西側のものは南へ約10° 傾いている。畦畔の規模は、 SD-2の 東イ貝1では上端幅で15
～40cm、 下端幅で70～ 100cmで あるのに対し、西側のものでは上端幅で55～ 70cm、 下端幅では70

～90cmである。畦畔の高さは第 7図から明らかなように数cm程度であり、後世の耕作のための

ものと思われるが、作土上面で盛 り上がりが所々途切れている部分がある。

また水田面④と⑤の間の畦畔とS-17～ S-16に延びる畦畔の間が途切れているが他の畦畔

が途切れている部分と状況が異なっており、水口であると考えられる。

〔遺物出土状況〕 作土上面及び作土中より今回の調査区内では比較的多くの追物が出上し
ている。土師器片、須恵器片、石製品があり、土師器の小片が多い。

〔出土遺物〕 図示しえたものは、土師器郭 2点 と砥石の破片 1点のみである。 1は体部上
半部、 2は底部である。いずれも製作に際してロクロを使用している。 2の底部の切り離しは

�國゙ η �,a

種  別 層 位 ,卜  南 ほ  言5 内   雨
8層 ロクロナデ ガキ・黒色処理

土帥 器 罫 8層 ロクロナデ 糸 切 ガキ・ 黒色処理

聰蟄  房」 層 位 長 ×幅 ×厚 (cm)

8)薯 36)× (29)× 08

第 8図  8層水田跡出土遺物

14)10層検出水田跡

〔水田面の状況〕 10層 で確認された水田面は①～⑦の 7枚である。畦畔は作土と同じ土に

よって作られており、畦畔と作土を明確に区別することはできなかった。一区画の規模が半」明

する水田は一面もない。水田②については、北側の畦畔から南西方向に畦が延びていた痕f亦が

認められ、さらに小さな区画がなされていたものと考えられる。作土上面における傾斜はほと

んどみられない。

〔畦畔の状況〕 畦畔はSD-2の 東側で東西方向のもの 1条、南北方向のもの 1条、SD
-2の 西側で東西方向のもの 1条、南北方向のもの 2条 が検出されている。それぞれの方向は、
SD-2東 側においては、東西方向のもののうち北側のものはW―約30° 一Nである。南北方向
のものは、N―約25° 一 Eであり、E-9、 S-13付近で 2方向に分れ東側へ延びるものはおよ

そS-30° 一 Eの方向で延びている。また水田面②を区画していたと思われる畦についてはN一

r  ジ

0           5           10CIn

回転糸切 りで、再調整はみられ

ない。器面調整は、外面はロク

ロ調整のみであり、内面はヘラ

ミガキ・黒色処理が施されてい

る。ヘラミガキの方向は、体部

上半部で斜方向、底面では放射

状である。 3は砥石である。砥

面は皿状に凹んでおり、擦痕も

みられる。
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第 9図  10層検出水田跡

約30°一 Eである。 SD-2の 西側では、南北方向の 2条のものはいずれもN―約 5° 一 Eである。

東西方向のものは弯曲しているがほぼ真東西方向に延びている。畦畔の規模は、 SD-2の 西

側の水田⑥と⑦の間の畦畔のみが、上端幅60～ 80cm、 下端幅120cm前後であるのに対して、他の

畦畔は上端幅25～ 50cm、 下端幅50～ 90cm程 度である。畦畔の高さは数cm～ locm程度である。特

に調査区南東部分では、畦畔の盛り上がりが観察できない部分もある。また、水田面⑥と⑦の

間の畦畔と水田面⑤の南側の畦畔は交差せず水口であると思われる。

〔遺物出土状況〕 作土中より、土師器小片が数点出土しているだけであり、図示遺物はな
い 。

(5)12層検出遺構

SD-3溝 跡 12a層 上面の S-12・ E二 4付近からS-18・ E、 W-0に かけて検出さ
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種 別 層 位 外 面 底 部 内  面

1 土師器ヌ 12層上面 ロクロナデ 回転糸切り ミガキ・黒色処理

No 種盪  】可 層  位 長 ×幅 ×厚 (cm)1 便 用涙
2 8× 4_0× 3^31磨―

10_2×7_7× 4.91磨―両こ

第11図
'12層
出土遺物



れたが、削平のためか、遺構の一部が残存するのみであり、全体を把握することはで きなかっ

た。また、SD-2に 切 られており、本来同一の「 L」 字形の濤であるのか、 2条の溝である

のかは、堆積土が同一で判別することはできなかった。方向は北側部分は、W-18°一 S、 南側

部分は、 N-15° 一Wである。堆積土は、7.5Y%灰粘土質シルトの単層である。水田に取 り付

く水路であるかどうかについては、12層 で水田の痕跡が検出されておらず不明である。濤に伴

なう出土遺物はないが、12層上面で数点の土師器の小破片、石器が出土 している。

〔出土遺物〕 図示したものは、土師器郭 1点 と礫石器が 2点である。 1は底部で、製作に

際 してロクロを使用している。底部の切 り離 しは回転糸切 りである。再調整はみられない。器

面調整は、外面はロクロ調整のみであり、内面はヘラミガキ・黒色処理が施 されている。 2・

3は礫石器である。いずれも全面に磨痕が認められる。

16)13層

13層 では、上面・層中において遺構は検出されなかったが、層中より弥生土器片と礫石器が

出土 している。弥生土器は同一個体であると思われる。小破片であり、全体の器形は不明であ

るが、頸部で「 く」字状に屈曲し、口縁部は外反 しながら立ちあがる。頸部に 2条、横位の沈

線文が施 され、口縁部にLR縄文が施文されている。日縁部内・外面ともナデ調整されている。

礫石器は破損品である。

種月J 層 位 岳 ×幅 ×厚

2 礫石 器 13層 12.3)× (59,× 64

第12図 13層 出土遺物

17)15a層検出水田跡

〔水田面の状況〕 15a層上面では3条の畦畔が検出され、

か把えられない。畦畔は作土と同じ土によって作られており、

水田面は大きく①～③の3枚 し

畦畔と作土を明確に区別するこ

種  別 層位 外面 内面 備    考

I 弥生土器鉦 13層 沈線文 ナ デ 回暮部 に組文 LR
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第13図  15a層検出水田跡

とはできなかった。水田面の区画については、その枚数、規模ともに不明である。しかし、東

側の畦畔に、他の畦畔が交差 していたと思われる部分があり、水田区画が存在していたことは

推測できる。作土上面においては南東方向への緩やかな傾斜がみられ、特に②の水田面におい

ては顕著である。

〔畦畔の状況〕 東側の畦畔はE-45° 一 Nの方向を指して東側へ延びている。E-7'S―

10付近で南北方向に畦畔が延びていた痕跡が認められ、N―約30° 一W方向で延びていたものと

思われる。E-4・ S-14付近で屈曲し、W―約25° 一 Nの方向を指して緩やかに弯曲しながら

西側に延びている。E-2ラ インより西側では畦畔の盛り上がりは観察できなかった。南狽Iの

畦畔はN-lo° 一 Eの方向を指し、南側へ廷びている。畦畔の規模は上端幅20～ 50cm、 下端幅で

35～ 70cmと 一定していない。高さは、数cm程度である。①と②の間の畦畔の東端付近及び、②

と③の間の畦畔の北側が途切れている。他の畦畔が途切れている部分とは異なっており、水口



であると思われる。

〔遺物出土状況〕 調査区北東部の作土中より、弥生土器片が集中している。これは後述す
る15b層水田f亦出土土器と同類の破片と考えられ、15a層耕作の際に15b層 中の遺物を混入さ

せたものと考えられる。また、同じく作土中より石器が 1点出土している。

偲)15b層検出水田跡

〔水田面の状況〕 確認された水田面の枚数は①～①の8枚である。畦畔は作土と同じ土に
よって作られており、畦畔と作土を明確に区別することはできなかった。調査区内において一

区画が完全に検出されたものはないが、一部のみが調査区外へ広がっているものがあり、ほぼ

正確に水田区画を把握することができる。その規模は東西約 8m、 南北7～ 8mの方形で、面

積は56～ 64∬程度である。作土上面の傾斜は、水田面⑤・⑥ o③において南東方向へ緩やかに

傾斜している。その比高差は⑤の水田面でおよそ10釦である。その他の面では、傾斜はみられ

E・Ч-0

|

E-6

|

|

|

第14図  15b層検出水田跡
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ず、ほぼ平坦である。

〔畦畔の状況〕 畦畔は南】ヒ方向のもの 2条、東西方向のもの 4条が検出されている。それ

ぞれの方向は、南北方向の 2条の畦畔は、N-52° ～55° 一Wの方向を指し、東西方向の 4条 の

畦畔は、E-28°～32.5° 一Nの方向を指し、南北方向及び東西方向の畦は、ほぼ直角に交差 し

ており、それぞれの畦畔には規則性がみられる。また、水田面①と②、④と⑤、④と⑦の間の

畦畔には、屈曲や弯曲がみられる。畦畔の規模は、上端がおよそ30～ 50cm、 下端幅は50～ 60cm

と、ほぼ一定である。高さは数cm程度である。水田面②と⑤、③と⑤、④と⑦の間の畦畔には、

畦畔の交差する部分が途切れており、それぞれ水口であると思われる。また、水田面⑤と⑥の

間の畦畔では、畦畔の中央部寄りに水口と考えられる部分があり、畦畔が水日の部分で屈曲し

ている。

，
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No 種  別 層  位 面 内 面 備    考

1～13 牲 土器 士霊 15ょ Ы層 顎Ч林部―平行沈線文(二本朝 。体部―綾絡文 L RleX IAltl ナデ 6～7■～131閉暮、1348～ 10 15be

No 種  別 層位 長 ×幅 ×厚 (cm) 備 考

14 不明木製品 15b層 (201)× 23× (13) 貫通穴有 り、 ヒノキ属の一種
15 磨製石斧 ? 15a層 (29)× 28× 23

第15図  15層水田跡出土遺物



〔遺物出土状況〕 調査区北東部の水田面①と②の間の畦畔部分を中心として、作土中及

び畦畔上から弥生土器片が出土している。また、水田面③の作土上面より石器片と、水田面⑥

の作土中より木製品が出土している。

〔出土遺物〕 1～ 13は弥生土器片である。文様、胎土等から同一個体と思われる。頸部か

ら体部までの破片である。全体の器形は不明であるが、各々の破片を総合すると体部は膨らみ

を持ち、肩部から頸部にかけて窄まり、頸部はやや内傾しながら立ち上がっている。頸部から

体部上半にかけて、半裁竹管状の工具による同時施文の平行沈線文が施されている。二本一描

のもので、山形文、直線文等がみられる。体部の最も膨らむ部分には、上端に綾絡文をめぐら

した横位LR縄文が施され、体部下半には、LR縄文が施文されている。14は性格不明の棒状

木製品である。樹種は「ヒノキ属の一種」である。上部に穿孔がみられる。15は、かなり摩減

しているが、磨製石斧の基郡の可能性がある。また、図示してはいないが、擦痕のある粘板岩

の小片があり、石包丁の一部である可能性がある (写真25-2)。
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(9)17層検出水田跡

〔水田面の状況〕 17層 上面では、 2条の畦畔が検出されており、水田面は①～③と大きく

3枚 しか把 えられない。畦畔は作土と同じ土によって作られて iD・ り、畦畔と作土を明確に区別

することはできなかった。水田面の区画については、その枚数、規模ともに不明である。しか

し、東西方向の畦畔には、南側へ畦畔が取り付く部分がみられ、③の水田面には、さらに区画

が存在していたものと思われる。作土上面の傾斜は、水田面①、②においてはほとんどみられ

ないが、水田面③においては、南東狽1へ緩やかに傾斜している。その比高差は約 8 cmである。

〔畦畔の状況〕 畦畔は、東西方向のもの1条 と南北方向のもの1条が検出されている。東

西方向のものは、ほぼ真東西方向であるが、大きく南狽1へ弯曲している。これに直交する南北

方向のものは、真北よりやや西(N-5° 一W)に傾いている。東西方向の畦畔から南へ延びると

思われる畦畔は、N一約20° 一 Eの方向であると思われる。畦畔の規模は、東西方向のものは上

端幅で80cm前後、下端幅で110～ 120cmである。南北方向のものは、上端幅で80cmで あり、下端

で120cmで あるが、大部分盛り上がりが削平されている。

〔遺物の出土状況〕 17層 上面、及び作土中からは遺物は出土しなかった。

(10)19層検出水田跡

〔水田面の状況〕 確認された水田面は、①～④の4枚である。畦畔は作土と同じ土によっ

て作られており、畦畔と作土を明確に区別することはできなかった。水田面の区画については、

その枚数、規模ともに不明である。しかし、水田面①では、畦畔が1条確認されており、さら

に区画が存在していたものと考えられる。作土上面の傾斜は、水田面②、③、④においてはほ

とんどみられないが、水田面①においては、南東方向に緩やかに傾斜している。その比高差は

最大18cmで ある。水田面①の東側で、途切れている畦畔の延長ラインで傾斜が変わり、より東

側で傾斜が大きくなっている。この部分で、水田面①が区画されていたことが考えられる。ま

た、水田面①、②と③、④の間の畦畔をはさんで南側と北恨1では水田面のレベルが違っており、

南狽1が一段低い水田面となっている。

〔畦畔の状況〕 畦畔は、東西方向のもの1条 と南北方向のもの3条が検出されている。南

北方向のものについては、水田面①と②の間のものと、③と④の間のものについては、水田面

のレベルが南側が一段低 くなっており、同一の畦畔ではなく、別の畦畔であると判断した。そ

れぞれの方向は、東西方向のものはW一約30° 一 Nの方向を指し、南北方向のものは水田面①の

東狽1の畦畔がN-39°一 Eの他、西側のものはN-23° 一 Eと 、東側のものがやや東偏している。

畦畔の規模は、東西方向のものは上端幅で100～ 140cm、 下端幅で145～ 200cmで南北方向のもの
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第17図 19層検出水田跡

が、上端幅24～ 50cm、 下端幅で42～ 75cmと 、東西方向の畦畔の方が規模が大きくなっている。

また高さについても、東西方向のものが、 4～ 13cmあ るのに対し、南耳ヒ方向のものは数cm程度

である。また、南北方向の畦畔上を中心として足跡が検出されている。その方向性については、

畦畔の方向に沿っているものが多いようであり、大きさについては、20～25cm前後のものが多

くなっている。

〔遺物出土状況〕 19層上面及び作土中からは遺物は出土しなかった。

V.考察とまとめ

1.出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、金属製品、ガラス

製品、木製品、石製品が出土している。ほとんどが破片資料である。最も多いのはSD-2水



路より出土 した陶磁器類である。各遺構、層位毎に個々の遺物については取 り上げている。こ

こでは比較的図示資料、写真資料の多い陶磁器、土師器、弥生土器、石製品についてまとめて

みたい。

(1)陶磁器

209点出土 した。乗燭 1点 を除いて全て破片資料である。大部分がSD-2水 路から出土 し
たものである。産地の判明するものでは、肥前、唐津、瀬戸、美濃、相馬、堤等がある。肥前

のものが最も多く、相 ,碍 がこれに次 ぎ、これらで全体の半数近 くを占めている。時代的には中

世から明治以後の近代、現代のものまでが認められるが、江戸時代後期以降、明治にかけての

ものが多くなっている。

12)土師器

38点の破片資料が出土 した。そのうち界は27点 あり、図示資料は 3点である。全て成形時に

ロクロが使用され、内面にヘラミガキと黒色処理がみられる。底部資料の切 り離 し技法は回転

糸切りで、再調整は施 されていない。これらの土師器は、その特徴から「表杉ノ入式」に属 し、

平安時代に位置付けられるものである。

僧)弥生土器

29点の破片資料が出土 している。13層及び15a・ 15b層 から出土 しているが、それぞれ、同

一個体の破片であると考えられる。13層 出上のものは口縁部の破片であり、全体の器形は不明

であるが、口唇部に縄文、頸部あるいは肩部に、 2条以上の沈線文が施文されている。小破片
(註 1)

の為、詳しい型式は不明であるが、弥生後期に属するものであると考えられる。15層 出土のも

のは、半我竹管状の施文具による平行沈線文 (二本一描)が施文されている。文様には、山形

文、直線文などが組み合せられ、体部では沈線文の文様帯の下部に、上端に綾絡文をめぐらし

たLR縄文が施文されている。器形は、体部力洲シらみ、肩吉Бで窄まり、頸部は内傾しながら立

ちあがる、甕あるいは壺形のものであると思われる。15層 出土土器に類似する資料は、山口遺

跡等で出土しており、十三塚式に比定されて↓計をと本資料も十三塚式に比定して差支えないもの

と思われる。

(4)石製品

石製品には、砥石と礫石器等がある。砥石は 2点出土している。SD-2濤 跡、 8層水田よ
り出土している。SD-2濤 跡出土のものは完形であるが、8層出土のものは破片である。礫
石器は 9点出土している。SD-2溝 跡より6点、12層 より2点、13層 より1点出土している。
全面及び一面に磨痕が観察される。大きさ、形態、使用形態については、規則性や統一′性はみ

られなかった。その他に15a層 より磨製石斧の基部と思われる石器、15b層 から石包丁の破片

と考えられる擦痕のある石器片も出土している。



2.検 出遺構

今回の調査で検出された遺構は、濤跡 2条、水田跡 7面である。このうち本項では、 SD一

2濤跡と水田跡について取 り上げる。

(1)SD-2溝 跡

SD-2濤 跡は掘 り込まれた年代は不明であるが、区画整理の盛土以前まで機能 していた水

路である。調査区内では、上幅は2,7～ 5.4mで あったが、水路として水が流れていた部分は幅

lm程度であったと思われ、前述の上幅の範囲内で流路を変えながら蛇行 していたものと考え

られる。

この水路を境に、字名が、東狽1は「宮田」、西狽1は「鳥居原」ということから、字境いの役割

も果たしていたこと力耕日られる。これらの地名は、どの時代まで遡ることができるか、明らか

ではないが、出土遺物から江戸時代後半からは機能 していた可能性がある。また、堆積土中か

ら瓦片も出土 しており、それ程離れていない場所に瓦葺きの建物が存在 していたことが考えら

れる。

12)水田跡

水田跡は、 5層 、 8層 、10層 、15a層 、15b層 、17層 、19層 の 7面で検出されている。各々

の概要と富沢遺跡における位置付けを考えることにする。

5層検出水田跡 作土中の灰白色火山灰の混入の状況によって、畦畔の痕跡が確認されたの

みであるが、本来、 8層 上面に存在 した灰白色火山灰を耕作の際にまき込んだものであると考

えられる。このことから、畦畔は作土と同じ土で作られているが、耕作の際には畦畔の部分を

よけて作業しているものと考えられる。この水田跡の年代は出土遺物の点から明確にはできな

いが、直下層上面の灰白色火山灰 をまき込むということから、平安時代以降のものであると考

えられる。

8層検出水田跡 上面に灰白色火山灰が乗る部分があり、出土遺物からみても、平安時代に

位置付けられる。水田の区画については調査区が狭いということもあり、明確にすることはで

きなかった。 しかし、南北方向の畦畔の方向は約20° 東に偏 している。また、畦畔の交点に関し

ては、調査区内では「 Y」 あるいは「 T」 字状になる。標高はおよそ8.68～ 8.60mで ある。

10層検出水田跡 水田区画、畦畔の方向など、 8層検出水田跡と共通点がいくつか認められ

る。特に北側の畦畔と東狽1の畦畔は 8層 のものと、ほとんど重なっている状態であり、畦畔の

交点に関しても「 Y」 あるいは「 T」 字状になっている。しかし、東側の畦畔に8層 にない畦

畔がとり付 き、南側の畦田半もみられない。また、】ヒ側の畦には南側に畦日半がとりつく痕跡があ

り、 8層 の区画より小 さい区画になるものと思われる。標高は8.57～ 8.52mで ある。

15a層検出水田跡 調査区内では畦畔が 3条検出されている。「 Y」 字状に交差 しており、



交点の南側に水口が検出されている。水田区画については不明であるが、下層の15b層検出水

田と極めて類似 した土壌であり、大きな時間差が下層の水田との間に存在するとは考えにくい。

また、本来下層中に存在 したと考えられる遺物をまき込んでいるということからも、時間的な

隔たりは少ないものと思われる。標高は8.30～ 8.17mで ある。

15b層検出水田跡 当水田跡は、出土 した弥生土器から、弥生時代後期の十三塚式期に位置

付けられる。水田の区画は、かなり規則的なもので、調査区内で 8枚の水田面が検出されてお

り、ほぼ一区画が半」明するもので、南北 7～ 8m、 東西約 8mの方形の区画となっている。面

積は56～ 64∬程度である。標高は8.25～ 8.06mで あり、特に南東方向に傾斜 している。

17層検出水田跡 調査区内では 2条の畦畔が検出されている。「 T」 字状に交差 している。

水田区画については不明であり、出土遺物がなく時期 を特定することも困難である。標高は8.

08～7.94mで あり、南東部分が凹み状に下がっている。

19層検出水田跡 当水田跡は、上幅100～ 140cmの 大畦と上幅20～50cmの小畦によって区画さ

れた水田跡と考えられる。大畦の方向はW-30°一 Nと真北に対 して60°西偏 している。標高は

約7.89～ 7.71mで あり、南東隅付近が最も低い。

以上が検出された水田跡の概要である。

本調査区は富沢追跡の東部 に位置 しており、これまでほとんど調査の行なわれていない地区

である。わずかに、南西約100mの地点で、第32次調査が約90∬ の面積で行なわれているのみで

ある。第32次調査では、灰白色火山灰層が含まれる層が 2層確認され、それらの直下の層で畦

畔が 1条検出されている。上部の灰白色火山灰が含まれる層は、本調査区の 5層 、 8層 に対応
(註 3)

するものと考えられる。平安時代の水田跡が 3層 にわたって検出され、他の地区においても平

安時代の水田面は灰白色火山灰が乗る層 をはさんで 3層検出されており、東部においても同様

の状況であることが確認された。しかし、水田区画については不明な点が多い。奈良時代～古

墳時代の水田肋については、本調査区において検出されず、東部では不明である。弥生時代の

水田跡については、今回の調査で、東部においては 4層 の水田が検出された。15a層 、15b層

のものは十三塚式期の水田跡と考えられ、富沢追跡内でも明確な水田区画が検出されたのは第

15次調査時に検出されているのみであり、他の地点では対応する土覆は確認されているが、水

田区画は検出されていない。また、十三塚式期の水田が 2層検出されたのは初めての成果であ

るが、第15次調査検出の水田跡 との対応関係は、畦畔の方向が類似 していることから、15b層
(註 4)

水田跡が対応するものであると思われる。17層及び19層検出水田跡については、出土遺物がな

く時期は明らかではないが、19層水田跡は畦畔の構成、土層の】犬況から桝形囲式期のものであ

ると考えられ、17層水田跡は、十三塚式期以前、桝形囲式期以降の時期と考えられる。



3.ま とめ

(1)本調査区は富沢遺跡の東部に位置している。

(2)検出遺構には、近世以降の水路 1条、平安時代及び平安時代以降の本田跡 3層 、平安時

代の濤跡 1条、弥生時代の水田跡 4層 がある。

(3)弥生時代の水田跡は、十三塚式期のもの 2層 、十三塚式期～桝形囲式期のもの、桝形囲

式期のもの各 1層 である。

註

1.太田昭夫氏の御教示による。

2.佐藤甲二他 : r山 口遺跡Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第61集 (1984 2)

3 調査担当者との検討による。報告書は昭和68年 3月 刊行予定である。

4.斎野裕彦他 :『富沢一富沢遺跡第15次調査報告書』仙台市文化財調査報告書第98集 (1987.3)
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第4表 写真図版遺物観察表
写真図版 遺構、層位 種 類 器  種 面 内 面 産  地 年  代
10-1 SD-2、 4層 磁 器 碗 染付 (梅樹文) 】巴前 江 戸

-2 SD-2 磁 器 碗 染付 染付 ユ削 18C～ 幕木

-3 SD-2、 3層 磁 器 皿 染付 染付 (唐津文) 一訓 18C前半
-4 SD-2、 3層 磁 器 皿 染付 染付 】巴前 18C以後
-5 SD-2、 4層 磁 器 皿 ? 染付 染付 月巴前 18C～

-6 SD―ユ 磁 器 染付 月B前 18C～

-7 SD-2、 3層 磁 器 皿 染付(見込み蛇ノロ釉はぎ) 一則 18C

12-― 1 SD-2、 4層 磁器 皿 染付 一則 江戸

-2 SD-2、 5層 磁 器 皿 白磁 ? 一削 江 戸

-3 SD-2、 5層 磁 器 碗 染付 (網目文) 染付 (網目文 ) 一則 江戸

-4 SD-2、 5層 磁 器 碗 染付 月巴前 18C

-5 SD-1 磁 器 統 染付 月巴前 18C

-6 SD-1 磁 器 /1ヽ石

't

染付 一副 18C

-7 2～ 3層 磁 器 碗 染付 (丸文 ) 染付 一削 18C

-8 2～ 3層 磁 器 碗 染付 一削 18C

14- 1 SD-1、 2層 陶器 壺or甕 唐津 18C以後～幕末

-2 SD-2 層 陶 器 皿 灰釉 鉄絵灰釉 唐 津 18C

-3 SD-2、 層 陶器 大鉢 唐津 18C

-4 SD-2 層 陶 器 士室 灰釉 灰 釉 唐 津 18C

-5 SD-2、 層 陶器 皿 灰 釉 青釉 唐津 18C

-6 SD-2 陶 器 大鉢 釉 釉 瀬戸or美濃

-7 SD-2 陶器 大鉢or甕 釉 釉 瀬戸or美濃

16-ユ SD-2、 3層 陶器 碗 灰釉 仄 釉 九州地方 18C?
-2 2～ 3層 陶器 碗 灰釉系 灰釉系 九州地方 18C

-3 2～ 3層 陶器 端反皿 灰釉 灰釉 九州地方 18C～

-4 SD-2 2層 陶 器 皿 灰釉 灰釉 九州地方 18C?
-5 SD-2 3層 陶器 碗 灰釉系 灰釉系 九州地方 18C?
-6 SD-2、 3層 陶 器 碗 灰釉 灰 釉 九州地方 18C 9

-7 SD-2 5層 陶器 碗 灰釉系 灰釉系 九州地方 18C

-8 SD-1 陶器 碗 灰釉 灰 釉 九州地方 18C

-9 SD-2 3層 陶器 髄 仄 釉 灰釉 九州地方 18C?
18- 1 SD-2、 4層 陶 器 天目茶碗 鉄釉 鉄為 瀬戸 江戸初期以前

-2 SD-2 2層 陶 器 と霊 仄釉、箆描き文字 ? 瀬 戸 中世 (14C以降)

-3 SD-2、 3層 陶器 壷の耳 鉄釉 鉄 釉 瀬戸 中世 ?

-4 2～ 3層 陶 器 甕 県内産 中世

-5 SD-2、 4層 磁 器 皿 白磁 白磁 東北 江戸

-6 SD-2、 4層 磁 器 急須注口 染付 会津平清水 江 戸

20-1 SD-2、 4層 陶器 徳利 本目,馬 幕末 ?

-2 SD-2、 4層 陶器 土 瓶 オロ,馬

-3 SD-1、 2層 陶器 土 瓶 木目,弱 幕末 ～

-4 SD-2、 4層 陶 器 碗 灰 釉 灰 釉 本目′馬 19C

-5 2～ 3層 陶 器 皿Or蓋 灰釉 灰釉 1目′馬 幕末～明治

-6 SD-2、 5層 陶器 碗 仄 釉 灰釉 本目,馬 幕末～明治

22-― ] SD-2、 4層 陶器 鉢 なまこ釉 なまこ釉 提 江戸 ?

-2 SD-2、 4層 陶器 小甕 ? 鉄釉 鉄釉 提 江戸



写真 1 8層検出水田
(北→南)

写真 2 10層検出水田跡

(北→南)

写真 3 SD3溝 跡
(西→東)
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写真 4 15a層検出水田跡
(北→南)

写真 5 15b層検出水田跡
(北→南)

写真 6 17層検出水田跡

(東→西)



写真 7 19層検出水田跡

(北西→南東)

写真 8 19層検出畦畔上
の足跡

(西→東 )

写真 9 北壁土層断面
(南→北 )
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写真10 出土遺物 1
肥前 (外面)

写真12 出土遺物 2
肥前 (外面)

写真14 出土遺物 3

唐津

瀬戸・美濃
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写真11 出土遺物 1

肥前 (内面)

写真13 出土遺物 2
肥前 (内面 )
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写真15 出土遺物 3
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写真18 出土遺物 5

要見産 (外
面)

出土遺物 4

九州産 (外面)

写真20 出土遺物 6
相馬 (外面)
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く代五ィ注酔

写真17 出土遺物 4
九州産 (内面)

写真19 出土遺物 5

賀昆産(内面)
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写真21 出土遺物 6

相馬 (内面)



写真22 出土遺物 7
堤 (タト面)

写真23 出土遺物 7
堤 (内面)

3 乗足 (第 4図 -1)

4・ 5煙管 (第 4図-3・ 4)

6 1A石 (第 4図 -6)

写真24 出土遺物 8



分 ♂ 毘
13

鑢
16

1 磨製石斧 ?(第 15図 -15)

2 石包丁 ?

3・ 4礫石器 (第 11図 -2、 第12図-2)

5 弥生土器 (第 12図 -1)

6 不明木製品 (第 15図 -14)

7～ 19 弥生土器 (第 15図-1～ 13) 写真25 出土遺物 9
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